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図書館では、ボランティアグループ「かもめ図書館フレンズ」の皆さんにご協力をいただき、映画鑑賞会「か

もめ名画座」（14時上映・13時40分開場）を今年５月から月に１回開催しています。

この「かもめ名画座」は、心に残る思い出の映画を厳選し、かもめ図書館の視聴覚ホールで皆さんにおおく

りしています。今まで、視聴覚ホールでは、平成１８・１９年度の２年に亘り「三国志」シリーズの上映会を

行い、平成２０年２月に完結いたしました。

今年の５月からは「十二人の怒れる男」の上映を皮切りに、「かもめ名画座」としてスタートしましたが、

青春時代に希望や、勇気を与えてくれ、人生の喜びや悲しみまでを教えてくれた懐かしい映画を、再びご覧い

ただき、感動を新たにしていただこうと開催しています。

どうぞ、くつろいだ雰囲気の中で、ごゆっくりと大人向けの映画会をお楽しみください。

かもめ図書館フレンズさんには、皆さんが図書館を利用しやすいようにいろいろと日頃からご協力を頂いて

いるほか、今回のような催しの企画などに携わっていただいています。

11月からの上映予定

11月21日(金) 終 着 駅 (1953年) 出演 ： ジェニファー・ジョーンズ、モンゴメリー・クリフト 他

12月19日(金) 武器よさらば (1932年版) 出演 ： ゲーリー・クーパー、ヘレン・ヘイズ 他

1 月16日(金) アイドルを探せ (1963年) 出演 ： フランク・フェルナンデル、ベルデ・グランバル 他

2 月20日(金) 雨の朝パリに死す (1954年) 出演 ： エリザベス・テイラー、ヴァン・ジョンソン 他

3 月27日(金) 居 酒 屋 (1956年) 出演 ： マリア・シェル、アルマン・メストラル 他

※予定が変更されることがありますので、「広報小田原 おだわらいふ」でご確認ください。

第２２回 音楽教養講座のお知らせ

～クラッシック音楽入門 ヘルベルト・フォン・カラヤン生誕１００年～

クラシック音楽を身近で気軽に楽しめるよう、作曲家や演奏家にまつわるエピソードとともに音楽鑑賞をす

る講座です。本年は、今もって多くの音楽ファンから敬愛され、常に進取の気鋭を取り入れた指揮者カラヤン

の生誕１００年を特集します。楽しいお話と、彼の遺した偉大な芸術作品の数々をどうぞ、お楽しみください。

日 時 平成20年11月 2日・9日・23日の各日曜日 13：30～15：30（１日のみ参加も可）/

講 師 斉藤 彌三郎さん / 会 場 小田原市立かもめ図書館視聴覚ホール / 定 員 各日100名（申

込先着順） / 対 象 小田原市・南足柄市・足柄上郡・足柄下郡に在住・在勤・在学の中学生以上の方 /

費 用 無料 / 申 込 10月1日（水）から電話または直接かもめ図書館へ

（この事業は、西さがみ連邦共和国連携交流事業、キャンパスシティおだわら（自由）対象事業です。

e-mail : tosho@city.odawara.kanagawa.jp

懐かしの映画を貴方に ～かもめ名画座～



≪ 図書館からのお知らせ ≫
◇ご存知ですか？ 図書館のこんなサービス◇

図書館の便利なサービスをご紹介します。ぜひ、ご利用ください♪

① 図書館のホームページから蔵書を検索・予約することができます。

② 予約した資料を、お近くの図書館・図書施設で受け取ることができます。

③ 小田原市の図書館にない資料をご希望の場合、リクエスト用紙を提出していただき、県内の他の図書館に資

料があれば、借りてご用意することができます。（提供にはお時間がかかります。）

④ 返却については、小田原駅のアークロード市民窓口内、国府津駅前の窓口コーナー内に設置してある

ブックポストもご利用いただけます。

⑤ 身体の障がいにより図書館へ来館が困難な方に、無料で図書の郵送貸出しのサービスを実施しています。

⑥ 市立図書館の一般閲覧室は3階にあります。階段の昇降が大変な方は、

1階の児童室の職員に声を掛けてください。職員が本の取り寄せなどをいたします。

◇秋の読書週間 小学生・中学生・高校生向けリーフレット◇

１０月２７日（月）～１１月９日（日）は秋の読書週間です。今年の読書週間の

標語は「「おおももわわぬぬ出出会会いいががあありりままししたた。。」」でですす。。図書館では、小学生および中学

生・高校生向けにおすすめの本のリーフレットを作成し、市内の図書館・図書室・

図書コーナーで配付いたします。どんな本を読もうかなと迷ったら、ぜひご覧く

ださい。おもわぬ出会いがきっとあるはずです。

お願い：上記の本をお持ちで、読

み終えてご不要になられた方は、

ぜひ図書館にご寄贈ください。

◇ 情報発信コーナー／企画展示（市立）企画展示のコーナー（かもめ）◇

順位 書名（著者名）

１ ハリー・ポッターと死の秘宝 下

２ ハリー・ポッターと死の秘宝 上

３ 流星の絆（東野圭吾）

４ ホームレス中学生（田村裕）

５ 夢をかなえるゾウ（水野敬也）

５ 東京島（桐野夏生）

７ 食堂かたつむり（小川糸）

８ ジーン・ワルツ（海堂尊）

９ おそろし（宮部みゆき）

１０ おひとりさまの老後（上野千鶴子）

小田原と文学－④ 北村透谷と『楚囚之詩』

透谷北村門太郎は明治元年に小田原旧唐人町で生まれた。

長じて島崎藤村とともに文芸雑誌『文學界』の刊行に携わるなど、日

本文学の祖ともいえる人物である。

平成６年に小田原文学館が開設されることになり、施設内に透谷に関

する資料の展示コーナーを設けることとなった。幸い透谷関連資料につ

いては、ご遺族から図書館がお預かりしていた、愛用の文箱や硯などの

遺品類、関連の雑誌類などを展示することができた。開設準備に追われ

ていたころ、関西の古書店から『楚囚之詩』の売込みがあった。 果た

してこの資料が小田原にとって本当に必要なのか、真贋は、もし本物な

らば売込金額は妥当か、図書館内で色々と検討したが、先ず真贋を決定

することが必要との結論に達し、現物を古書店から借用した。 厳重に

梱包して透谷を専門に研究している職員のいる県立神奈川近代文学館

へ向かった。鑑定の結果、①句読点として交互に使用されている黒丸・

白丸が透谷独特の使用方法であること、②閉じ紐が明治期に使用されて

いたものに間違いないこと、などのことから本物であると判定された。

市立図書館（一般／児童）

１０月 台風と気象／ミステリー

１１月 平和（想い・願い）／きつね・おおかみの本

１２月 昭和の思い出（日本映画）／センダック

かもめ図書館（一般）

１０月 美しい自然と八百万の神々

１１月 アウトドア・ウォーキング

１２月 マナー・しきたり

かもめ図書館（児童）

１０月 読んでみよう！こどもの本／谷川 俊太郎

１１月 あんな仕事・こんな仕事／松谷 みよこ

１２月 メリークリスマス／せな けいこ

◆本の予約状況（９月１日現在）


